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平
成
　
年
度
は
「
第
五
次
羽
村
市
長
期

27

総
合
計
画
」
の
前
期
５
か
年
計
画
の
４
年

目
に
あ
た
り
、
仕
上
げ
段
階
に
至
る
重
要

な
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
平
成
　
年
度
を

29

初
年
度
と
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
年
で
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
計
画
に
掲
げ
た
事
業
と
、

「
市
民
生
活
の
安
全
と
安
心
」、「
都
市
基

盤
整
備
」、「
産
業
の
活
性
化
」、「
市
民
活

動
の
活
性
化
」、「
生
涯
学
習
の
推
進
」、

「
地
球
温
暖
化
対
策
」
の
六
つ
の
重
要
施
策

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
予
算
化
を
図
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
少
子
化
対
策
」
お
よ
び
「
地
域

活
性
化
」
な
ど
の
「
地
方
創
生
」
に
向
け
た

取
組
み
な
ど
を
推
進
し
、
持
続
的
な
成
長

を
目
指
し
て
い
く
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
都
市
基
盤

整
備
事
業
、
防
災
・
減
災
事
業
な
ど
の
普

通
建
設
事
業
費
や
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
係

る
事
業
費
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

過
去
最
大
と
な
る
２
１
８
億
９
０
０
０
万

円
（
前
年
度
比
　
億
１
０
０
０
万
円
増
）

10

と
な
り
ま
す
。

◆ 財源補完の状況
　年度間の財源調整、歳出の財源補完として、計画的な視点に立ち、財政調整基金からの繰
入金や市債の活用を図ります。　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　（単位：千円）

増減率増減額平成26年度（当初）平成27年度（当初）

29.5％217,217737,336954,553
財政調整基金
（繰入額）

▲60.0％▲443,000738,000295,000市債（借入額）

◆ 平成27年度予算～各会計の内訳と前年度との比較～

増減率増減額
平成26年度
（当初）

平成27年度
（当初）

区　　　分

4.8％1,010,00020,880,00021,890,000一　 般　 会　 計

13.9％892,5006,422,5007,315,000国民健康保険事業

特
　
別
　
会
　
計

4.3％39,800932,700972,500後期高齢者医療

5.2％147,4002,812,5002,959,900介 護 保 険 事 業

5.6％18,000319,300337,300
羽 村 駅 西 口
土地区画整理事業

2.2％26,9001,250,3001,277,200下 水 道 事 業

9.6％1,124,60011,737,30012,861,900特 別 会 計 合 計

2.5％38,4901,518,7611,557,251水 道 事 業 会 計

6.4％2,173,09034,136,06136,309,151合　　　計

※水道事業会計は企業会計のため、「収益的支出」「資本的支出」を合計し、予算額としています。

(単位：千円)

◆ 一般会計当初予算額と市税収入の推移
（億円）
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※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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■ 一般会計
　 当初予算額

100.03
106.00101.11

34.04

47.37

35.0933.38

46.8650.58

10.310.3884.54.533

5.25.211
8.18.155

4.24.233
8.48.400

5.25.266

101.1101.111

47.94

34.37

4.84.888

8.18.111
5.85.811

209.80

198.80

218.90

205.60

102.7102.777

47.36

34.76

8.18.166
5.75.766

208.80

6.76.733

■■ 市民税（個人）

■■市民税（法人）

■■ 固定資産税

■■ 都市計画税

■■その他

平成27年度 市の予算

 第
五
次
羽
村
市
長
期
総
合
計
画
に
定
め
る
市
の
将
来
像
 

  「
ひ
と
が
輝
き
 み
ん
な
で
つ
く
る

　
　
　
   安
心
と
活
力
の
ま
ち
 は
む
ら
」
を
目
指
し
て

5.55.555
8.18.122

 一
般
会
計
 



　
歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
は
、
１
０
６
億

　
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
　
％
の
増
で
、
３

15

3.1

年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
税
の
個
人

分
は
、
前
年
度
と
比
較
し
　
％
増
の
　
億
８
９
４

1.0

35

万
円
を
計
上
し
、
法
人
分
は
一
部
大
手
企
業
を
中

心
に
業
績
改
善
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年

度
と
比
較
し
　
・
４
％
増
の
　
億
３
８
３
２
万
円

54

10

を
計
上
し
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
分
や

償
却
資
産
分
の
減
少
を
見
込
み
、
前
年
度
と
比
較
し

　
％
減
の
　
億
８
５
５
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

1.1

46

　
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
昨
年
４
月
に
実
施
さ

れ
た
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ
（
１
％
→
　
％
）

1.7

に
伴
う
増
収
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
　
・
５
％

78

増
の
　
億
７
２
５
９
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ら
市
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
収
な

ど
に
よ
り
、
国
か
ら
の
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

不
交
付
に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
・
都
補
助
金
な
ど
の
財
源
の
確
保

を
積
極
的
に
図
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
健

全
な
財
政
運
営
を
堅
持
で
き
る
よ
う
計
画
的
な
視

点
に
立
ち
、
財
政
調
整
基
金
や
市
債
な
ど
を
有
効

に
活
用
し
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

   歳
入
の
内
訳

　
民
生
費
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
施
設
型
給

付
費
（
保
育
）、
私
立
保
育
園
運
営
費
、

地
域
型
保
育
給
付
費
、
地
域
型
保
育
事
業

委
託
料
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校
体
育
館

改
修
工
事
費
（
非
構
造
部
材
対
策
）、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
開
始
に

伴
う
施
設
型
給
付
費
（
教
育
）
な
ど
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
総
務
費
で
は
、
庁
舎
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
等
設
置
工
事
費
、
平
成
　
年
国

27

勢
調
査
指
導
員
・
調
査
員
報
酬
な
ど
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
土
木
費
で
は
、
富
士
見
公
園
整
備
事

業
費
、
羽
村
堰
下
橋
耐
震
補
強
等
工
事

費
、
羽
村
駅
自
由
通
路
拡
幅
事
業
費
な

ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
で
は
、
一
部
事
務
組
合
負
担

金
、
水
痘
予
防
接
種
委
託
料
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

   歳
出
の
内
訳

歳入合計
218億
9,000万円

市　税
106億15万円
48.4％

都支出金
32億7,140万円
14.9％

国庫支出金
31億5,050万円
14.4％

繰入金
13億2,008万円

6.0％

市　債
2億9,500万円
1.4％

諸収入
5億3,049万円　

2.4％

使用料及び手数料
4億2,732万円
2.0％

分担金及び負担金
2億1,916万円
1.0％

その他
8億331万円
3.7％

行行行行行行行行行行
財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政
改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革
へへへへへへへへへへ
のののののののののの
取取取取取取取取取取
組組組組組組組組組組

行
財
政
改
革
へ
の
取
組
みみみみみみみみみみみ

　「
第
五
次
羽
村
市
長
期
総
合
計
画
」
に

掲
げ
た
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
政
の
重
要
課
題
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
施

策
の
展
開
を
支
え
る
強
固
な
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
予
算

27

に
お
い
て
も
、
財
政
規
律
を
維
持
し
つ

つ
、
経
常
的
経
費
を
抑
制
す
る
な
ど
、

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
、
経
常
的
経
費

の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

歳出合計
218億
9,000万円

民生費
101億4,064万円

46.3％

教育費
23億7,651万円
10.9％

総務費
23億3,279万円
10.7％

土木費
22億7,655万円
10.4％

衛生費
21億562万円
9.6％

公債費
10億9,911万円

5.0％

その他
15億5,878万円

7.1％

広報はむら27.4.1茎

地方消費税交付金
12億7,259万円　

5.8％

広報はむら27.4.1荊

　「
基
金
」
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
備
え

た
積
立
金
で
、
家
庭
で
い
う
「
貯
金
」
に
あ

た
り
ま
す
。「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
経
済
事

情
の
変
動
な
ど
に
よ
っ
て
財
源
が
著
し
く
不

足
す
る
場
合
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
年
度
間
の

財
源
調
整
の
た
め
の
基
金
で
す
。
平
成
　
年
27

度
は
基
金
か
ら
　
億
２
０
０
８
万
円
繰
り
入

13

れ
、
こ
の
う
ち
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金

は
９
億
５
４
５
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　「
市
債
」
は
、
家
庭
で
い
う
「
借
金
（
ロ
ー

ン
）」
に
あ
た
り
ま
す
。
公
共
施
設
の
建
設
な

ど
に
要
す
る
財
源
を
補
う
借
入
金
で
、
将
来

そ
の
施
設
な
ど
を
利
用
す
る
方
に
も
建
設
経

費
を
負
担
（
世
代
間
負
担
の
公
平
）
し
て
い

た
だ
く
目
的
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
　27

年
度
は
２
億
９
５
０
０
万
円
の
借
入
れ
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

太太郎郎家家のの家家計計簿簿

「基金」からの繰入額の推移
（億円）

15

10

0
平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度

※当初予算額

■ 特定目的基金
■■財政調整基金

「市債」借入額の推移
（億円）

15

10

0
平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度

※当初予算額

■ その他市債
■■ 臨時財政対策債

平成27年度

平成27年度

   「
基
金
」
か
ら
の
繰
入
額
と
「
市
債
」
借
入
額
の
推
移

8.86

4.26

9.55

3.65

7.31

4.73

13.20

12.04

7.58

2.66

10.24

13.12

7.37

2.92

10.29

8.32

8.00

0.32

2.95
6.00

6.00

9.36

7.20

2.16 7.38

6.00

1.38

　市の平成27年度一般会計予算218億

9,000万円を、毎月の家計費20万円に

置き換えてみると…

支　出収　入

55,200円
親や子どもへの援助
（補助費等・繰出金）

96,800円給料（市税）

54,300円医療費（扶助費）60,400円
親からの仕送り
（国・都支出金、地方譲
与税など）

31,800円食費・家賃（人件費）21,200円
ものを売ったお金、貯
金の利子や配当
（その他）

31,100円
光熱水費・電話代
（物件費）

12,100円
貯金の取り崩し
（基金繰入金）

14,400円
家や庭の修理・整備、家電
製品購入（普通建設事業費）

5,900円
パート収入（使用料・
手数料、分担金など）

10,000円ローンの返済（公債費）2,700円
銀行からの借入れ
（市債）

3,200円その他（積立金等）900円
前月から繰り越したお
金（繰越金）

200,000円合　計200,000円合　計

※（　）内は市の予算に置き換えた費目を表します。

2.95

平成27年度 市の予算

　太郎くんの家では、給料が9万

6,800円のため、月の家計費20万

円には10万3,200円不足してしま

います。そのため、親からの仕送

りや貯金の取り崩し、銀行からの

借入れを行うなどして家計費を補っ

ています。

　借金をしたり、貯金を崩したり

することがなるべく少なくなるよ

うに、支出の面でも将来のことを

考え、余計なものは買わないなど

の努力をしています。しかし、家

族の医療費なども増加してしま

い、厳しい家計状況はここ数年変

わっていません。

　将来への貯蓄も必要なので、太

郎くんには、引き続き、いろいろ

と協力してもらわなくてはなりま

せん…。

僕もおこづかいを

節約しなくちゃ！


